
~ 

-v 

七
六

は
鈎
ヶ
丸
に
向
か
ひ
、
利
長
は
石
堂
山
に
附
し
た
。

一
仰
に
隠
滅
し
た
後
辿
郡
山
・
好
辿
・
策
関
等
に
賞
賜
L
一
郎
の
子
で
あ
る
が
、
宝
偲
は
殊
に
金
三
郎
を
変
し
て
一

ケ
イ
ブ
カ
ン

絞
武
館

経
武
郎
は
滞
の
武
尽
校

之
よ
り
持
士
力
校
し
て
域
巾
に
入
。
、
山
的
民
俗
の

一
た。

こ
の
役
は
箆
文
元
年
九
月
十
九
日
前
回
綱
紀
が
一

こ
の
恐
あ
る
に
京
っ
た
と
い
ひ
、
而
し
て
長
祭
寺
は
一
で
あ
。
、
そ
の
創
立
等
に
抗
い
て
は
、
之
を
祭
校
の

防
水
附
u
k
左
衛
門
の
修
弘
を
減
す
る
に
及
ん
で
、
宗
一
こ
の
地
を
巡
視
し
た
際
‘
大
領
村
藤
右
衛
門
の
提
出

一
圭
放
の
後
衰
微
し
た。

一
僚
に
穆
げ
た
。
総
武
郎
の
修
梁
課
目
は
弓
術
・馬
術
・

氷
も
亦
白
川
し
、
以
訟
に
陥
っ
た
。

利
H
H
A
ち
仰
に

一
し
た
m
M
8
に
八
且
九
日
と
し
、
戦
死
者
の
越
仰
に
も
一

ケ
イ
ト
h
y
イ
ン

景
徳
院

加
賀
務
中市
山第
十
三
代

一
鉛
術
・剣
術
・柔
術
-
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H
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-

僚
術
・長
刀
・
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-m削同盟官

官
制
限
一
本
を
本
丸
に
、
加
附
附
宗
兵
衛
・
有
れ
直
政
を

一
向
日
と
す
る
が
、
越
殺
到
三
州
芯
は
八
日
で
あ
ら
ね

一
前
倒
狩
務
夫
人
徳
川
氏
の
法
蹴
o
鮮
し
〈
は
m
M
徳
院

一
で
あ
っ
た
o
胞
術
に
あ
っ
て
は
、州
制
白川
拙
仙
の
仰
向
・

二
，
九
に
佳
い
て
守
ら
し
め
た
。

一
ば
な
ら
ぬ
と
し
て
ゐ
る
。

一
界
銀
般
向
大
部
定
尼
。

一
坂
井
統
の
出
品
の
こ
家
が
あ
り
、
夙
に
御
輿
風
と
都

(=一〉
利
長
町
也
市
利
回
目
は
八
月
五
日
大
現
寺
を
品
目

一〈
抗
〉何
度
の
間
隙
l
利
誌
の
金
持
に
邸
っ

て
か
ら
、

一

ケ
イ
パ
ツ

刑
罰
(
一
〉
刑
の
絞
れ
M
l閉山
政
問
代
に

一
し
て
之
を
家
到
と
し、

父
別
に
小
川
前
の
火
矢
方
も

L
、
越
前
の
細
川
山
木
に
加
で
、
先
づ
伎
を
北
圧
に
出

一
間
徳
二
氏
の
闘
係
は
縫
切
泊
し
た
。
是
を
以
て
利
長

一
刑
の
毅
能
は
専
ら
判
例
に
よ
っ
た
が
、
判
例
の
二
種

一
あ
っ
た
が
、
従
武
館
の
潔
円
巾
に
加
へ
て
は
な
か
っ

は
し
て
背
木
秀
以
の
降
服
を
促
し
、
次
い
で
自
ら
金
一
は
、
八
刃
十
三
日
前
に
先
鋭
を
松
任
に
次
せ
し
め
た
一
以
上
な
る
時
は
何
れ
に
従
ふ
か
の
規
定
が
な
か
っ
た

一
た
。
今
そ
の
附
飽
を
命
ぜ
ら
れ
た
武
術
家
の
抗
慌
を

祁
に
入
。
、
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鋭
を
五
本
長
崎
に
地
め
た
が
、
使
者

一
が
‘
能
管
の
利
政
が
必
保
し
て
ゐ
た
勾
に
潜
在

L
、
一
か
ら
、
事
保
十
五
年
そ
の
陪
き
を
採
る
こ
と
に
し

一
日
慨
す
る
と
、
次
の
泊
り
で
あ
る
。

町
っ
て
努
以
の
間
関
心
な
き
こ
と
を
剖
閉
じ
、
九
附
の
域

一
九
月
八
日
付
の
家
肢
の
似
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を
得
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で
、
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こ
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果
樹
〈
路
大
に
流
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た
と
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え
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判
川
守
剛
山
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も
亦
同
じ
く
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糾
う
た
か
一
一
日
利
政
を
諜
て
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断
然
川
護
L
、
同
時
に
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均

一
一
手
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中
川
且
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邸
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事
行
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指
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滞
侯
に
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巾
す
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話

疏

ら
、
同
日
訟
に
金
仰
を
設
し
て
川
を
大
地
苛
に
収
め

一
吉
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山
H
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L
て
引
刊
を
提
訴
の
老
庖
に
致
し
て
一
司
令
時
は
、
資
氷
以
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の
判
例
に
よ
る
ベ
〈
、
従
永
以
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新

陰

抗

心

陰
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捌

生

流
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こ
の
間
関
治
な
る
泡
市
に
脱
い
て
は
、
由
民
家
の
多
一
利
組
を
慾
恕
し
た
の
で
、
長
訟
は
訟
に
詰

L
、
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八

一
前
の
判
例
が
な
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は
近
例
に
よ
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定
め
、

一

務
純
耐
明
統

制

明

流

行
仙

聞

流

〈
論
断
に
苦
し
む

別

で

あ

る

。

一

日

制判
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の
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松
に
人
る
や
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之
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防
備
口
に
迎
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、
一
覧
に
天
明
五
年
、
刑
の
鋭
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と
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旦
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一
後枠内
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を
交
妙
L
、
利
M
M
は
狼
千
代
〈
利
判
的
〉
を
悦
と

一
し
、
鐙
煎
・火
災
等
の
酷
刑
を
も
復
せ
ん
と
し
た
が
、
一

耐

信

陰

枕

跡

相

続

注

目
出
統

制作城
に
入
る
を
日
的
と
し
た
。
般
に
八
月
七
日
日
比
泌

一
し
て
治
り
、
H
N
蹴
は
弟
左
近
H
N
紛
を
以
て
之
に
代

へ
一
抗
際
行
は
れ
る
に
京
ら
な
か
っ
た
。
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で
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厳
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疏
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山
長
閉
山
田
す
を
御
辛
口
掠
に
継
は
し
て
小
松
川
単
に
附
へ

L
一は
、
是
よ
り
先
限
に
十
出
日
に
於
い
て
終
了
し
て
ゐ

一
得
ざ
る
場
合
の
外
は
皮
脂
以
後
の
例
を
相
周
す
べ
か

一

揃

疏

め
、
そ
の
夜
自
ら
大
山
弔
寺
を
品
目
L
、
匁
脱
水
刑
制
狗
の

一
た
の
で
あ
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。
次
い
で
十
九
日
利
長
は
長
設
を
先
随
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ら
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と
定
め
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。
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、
利
政
は
千
代
に
附
L
一
た
ら
し
め
て
越
前
品
川
前
に
京
。
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・
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椛
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御
幸
塚
の
諸
将
は
、
そ
の
退
却
に
問
。
怖
を
洲

一
と
利
L
、
大
仰
に
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っ
て
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肢
に
縦
し
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そ
の
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原
に
取
る
は
敵
を
恐
る
与
に
似
た
む
と
L
、
恕
明
今
一
溢
れ
た
る
を
隙
却
し
た
。
こ
の
命
日
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は
総
宥
れ
一
ニ
州
一
知
行
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政
・
減
知
・
役
臨
御
抱
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同
門
・
越市叫
・泌
総
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八

総

統

江
を
終
て
抽
出
到
畷
そ
泊
ぎ
ん
と
し
た
が
、
川
勿
氏
の一

芯
に
引
二
日
と
す
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が
、
家
肢
は
叫
二
日
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を
以
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が
あ
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が
、
士
人
と
し
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の
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日
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を
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し
た
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の
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濯
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し
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鎚
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。
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流
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等
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虫
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に
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求

ケ
イ


